
 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム六じょうや             

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成３０年２月２２日（木）１４時００分～１５時００分 

参 加 者 議   題 

利用者      ８ 名 

利用者家族    ２ 名 

地域住民の代表者 １ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 １ 名 

事業所      ４ 名 

１ 六じょうや基本理念・運営方針 

２ 入居者情報 

３ 利用者の医療看護の状況 

４ 行事報告 実績写真添付 

５ 今後の事業計画 

会    議    録 

１ 上記の議題について資料を基に施設職員が各自発表を行った。その後参加

者全員の方に質問や感想を頂き、お答えした。 

 

２ 入居者要介護度の状況、平均年齢、平均介護度、年齢別介護度、面会者数

などについて前回との変化を発表した。 

 ・平均年齢（男性７９歳、女性８８．７歳）・平均介護度（男性３、女性 

3.７１） 

 ・期間中（Ｈ２９．１２．２１～Ｈ３０．２．２１）面者数８８回（１日平

均 1.4 人）いつも差し入れの果物やお菓子をありがとうございます。入居

者の皆様も喜んで食べられています。感染症による体調不良時のご面会は

ご遠慮願います。 

 

３ 入居者の医療看護の状況（H29．１２．２１～Ｈ３０，２．２１の期間） 

〔利用者の転帰状況〕 

 ・退去者１名   ・新入居者０名 

 ・入院者 0名 退院者 0名 

・他の医療機関受診状況→訪問マッサージ 1名             

 〔入居者の看護、介護の状況〕 

 ・かかりつけ医（トータルサポートクリニック往診） 

内科８名受診、眼科８名受診 

 ・内服管理８名、血圧管理 3名、鎮咳・認知症貼薬 3名、点眼４名、軟膏塗

布４名、湿布外用・鎮痛３名、ガーゼ交換０名、体重・水分管理１名、骨

粗鬆症薬・リウマチ薬・糖尿病薬３名、ペースメーカー０名、持続導尿０



名、骨折コルセット固定０名、在宅酸素療法０名 

 ・食事・水分・排泄・入浴・移動状況の説明 

〔利用者の健康教室開催状況〕講師矢萩看護師 

 ・１月―身の回りの事故 ・2月―まだまだ怖いインフルエンザ  

・3月―花粉症について 

  入居者参加と職員参加で一緒に勉強しています。（毎回 25人程参加） 

 〔健康管理総括〕 

・看取りの希望者がおられ意向に沿って看取りを行いました。緊急対応や相

談、報告など定期以外に夜間当直の医師２～３名と連携をとり、ご本人、

家族、六じょうや、医師と適切な連携で対応することができました。ご家

族の安心と感謝を得ることができました。 

・3年目で初めてインフルエンザ疑いの方が出ました（1名）。検査でなかな

か出ませんでしたが、インフルエンザ対応をし、回復されました。他への

感染拡大もなくほっとしました。回復されると 1 人で隔離しておくことが

極めて困難で様々な工夫を行いました。 

・全員の耳鼻科検診を行いました。大量に耳アカをとって頂き、特に異常な

耳疾患は発見されず聞こえもよくなり、皆様喜ばれました。 

・２か月ごとの眼科往診の眼底検査でも特に異常はなく、定期的な目薬を頂

きました。 

 

４ 主な行事報告 

・１２月３１日  紅白を見る会（ぜんざいを食べて） 

・１ 月１ 日  新年祝賀式（おせち料理を食べながら） 

初詣で（深川神社） 

・2 月 ２日  節分 

各行事の楽しさを説明し、写真を添付してご家族にも知って頂きました。 

２階の有料老人ホームの方々と合同で行うイベントも多々あります。 

 

５ 今後の事業計画 

  ・設備についての計画説明 

  ・認知症カフェの登録を目指しています。 

 ・職員の人材育成と定着―多目的室に六ちゃん文庫を設置（介護に関する

資料を集めています） 

 ・お知らせ―家族会を行いました。ご意見をいろいろ頂きました。 

  ・今後の行事予定 

    ３月３日 ひな祭り（音楽ボランティア）甘酒、おこしもの 

  ・入居者状況―１室空いています。  

  ・次回運営推進会議Ｈ３０年４月２６日 

 



〔皆さんの質問や感想〕 

・住宅防火普及員の認定講習がありますので、施設で実施を検討して下さい。 

（瀬戸市職員） 

・他の施設でインフルエンザが半分くらい感染した所もあったようで 1 人です

んで良かったですね。発症中に部屋から出てこないようにはどのようにされ

ましたか（社協の方）―具体的に説明した。 

・家族会で出た意見について意見を述べられた（家族） 

・同様に家族会での意見について意見を述べられた（家族） 

・ここに来て楽しい（入居者） 

・結構足が痛くて大変よ（車いす生活の入居者） 

 

 

 


